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委員会報告第１２号 

 

 

民 生 文 教 常 任 委 員 会 報 告 書 

（中 間 報 告 書） 

 

令和５年６月７日第２回定例会における議決に基づき、当委員会の所管について

調査した結果を下記のとおり報告する｡ 

 

 

令和５年１１月１７日  

 

 

 七飯町議会議長 木 下   敏  様 

 

 

民生文教常任委員会       

委員長 池 田 誠 悦   

 

記 

 

【所管事務調査事項】 

・社会教育施設（体育館、図書館）整備基本構想・基本計画の策定について 

・町内の学童保育クラブの現状について 

・町内の保育所、認定こども園の現状について 

 

令和５年６月８日、２３日、７月１４日、９月１９日、１０月３日、１１月２日、

１７日の７日間、委員会を開催し、教育総務課長、生涯教育課長、スポーツ振興課長、

子育て支援課長の出席を求め、提出資料に基づいた説明の聴取を行った。 

また、８月３日には北海道伊達市、室蘭市及び恵庭市へ七飯町社会教育施設（体

育館・図書館）整備検討委員会の視察に同行し、１０月１７日から２０日までの４日

間においては、和歌山県紀の川市、京都府京都市及び滋賀県守山市にて行政視察を行

った。 
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【社会教育施設（体育館、図書館）整備基本構想・基本計画の策定について】 

１．調査の目的 

今後建設が検討されている、社会教育施設（体育館、図書館）について、整備

基本構想・基本計画の策定状況及び現在の七飯町スポーツセンター、図書室の現

状について調査を行った。 

 

２．調査の方法 

体育館及び図書館の建設にあたって、施設規模や建設場所、複合施設にするの

かといった現段階での町としての方向性がわかるもの、活用可能な補助制度の一

覧及び近年の他自治体の事例や傾向について資料の提出を求め、教育総務課長、

スポーツ振興課長及び生涯教育課長への聴取を行ったほか、先進地として北海道

伊達市、室蘭市、恵庭市、和歌山県紀の川市、滋賀県守山市を訪問し調査を行っ

た。 

 

３．七飯町スポーツセンター及び図書室の現状と課題について 

（１）七飯町スポーツセンターについて 

現在、七飯町に設置されている七飯町スポーツセンターは、町民の心身

の健全な発達及び体育活動の普及振興を図るため、昭和４７年に七飯町民

プール、昭和４８年に七飯町スポーツセンターが建設され、長い間町民に

利用されてきた。 

七飯町スポーツセンターの第１体育館の床面積は約１，０７８平方メー

トルでバスケットボール２面、バレーボール２面、バドミントン６面で使

用できる大きさとなっており、年間利用者数の推移及び利用種目は【表１】

のとおりである。 

また、プールについては、２５メートルが７レーン設置されており、年

間での利用者数はコロナ禍以前の令和元年度では約５，１００名でその内、

授業での利用が約３，３００名であった。 

スポーツセンター、プールともに建設から約５０年が経過していること

もあり、老朽化が著しく施設修繕が多発しており、また、競技スペース、

観覧スペースともに不足している他、冷房設備がない、駐車場が不足して

いるなどの課題を抱えている。 
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【表１】七飯町スポーツセンター年間利用者数の推移及び利用種目 

 
 

 

（２）図書室について 

現在、七飯町に設置されている図書室は３箇所あり、昭和４５年に七飯

町図書室（本町地域センター）が開設され、その後、昭和５５年に大沼婦

人会館図書室、平成６年に大中山コモン図書室を開設し、町内全域での図

書サービスを行っている。資料数は七飯町図書室が２８，０００冊、大中

山コモンが８，３００冊、大沼婦人会館が２，３００冊となっている。 

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４
男 24,545 22,993 17,297 19,546 21,243

女 22,797 20,392 14,844 15,265 17,768

合計 47,342 43,385 32,141 34,811 39,011
七飯町 40,747 35,900 25,316 24,429 29,681

北斗市 1,524 1,517 1,676 1,532 1,548

函館市 4,789 4,824 4,997 8,533 7,395

道内 258 322 148 302 355

道外 24 822 4 15 32

合計 47,342 43,385 32,141 34,811 39,011
第１体育室 31,340 27,894 20,849 20,813 23,944

第２体育室 8,082 8,048 5,188 5,268 7,175

第３体育室 1,013 773 519 1,294 1,437

遊戯室 200 126 - - -
トレーニング室 7,270 6,742 5,658 7,444 6,508

合計 47,905 43,583 32,214 34,819 39,064
バスケット 6,513 5,096 6,024 5,967 5,964

バレー 1,574 1,641 2,202 2,398 2,259

ミニバレー 2,029 1,735 1,622 1,305 1,788

バドミントン 6,318 6,558 5,285 4,194 5,980

ソフトテニス 719 1,126 529 336 300

卓球 10,773 9,384 6,161 7,613 7,821

剣道 997 692 481 493 680

少林寺 33 0 44 148 0

空手 901 597 449 561 693

柔道 1,068 1,682 453 378 787

その他 8,242 7,681 5,597 5,843 6,319

トレーニング 8,248 7,821 5,035 6,901 7,341

未記入 793 724 341 568 524

合計 48,208 44,737 34,223 36,705 40,456
幼児 170 328 232 88 55

小学生 10,580 10,352 6,483 5,637 7,789

中学生 8,012 8,390 4,913 5,162 7,570

高校生 1,880 2,160 2,280 2,732 2,227

一般 25,782 21,454 17,783 20,126 20,922

未記入 918 701 450 1,066 448

合計 47,342 43,385 32,141 34,811 39,011

性
別

地
域

利
用
場
所

区
分

種
目
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七飯町図書室における利用者数は、年間４，５００人程度で、６５歳以

上の利用が約７割、小学生までの親子が３割ほどで、２０代や３０代の利

用はほとんど見られない。 

図書の貸し出し冊数については、年々減少傾向であり、平成２９年度に

は２５，２６２冊であったが、令和３年度には１７，２５９冊となってい

る。その要因の一つとして、若年層の図書離れが考えられ、スマートフォ

ンなどの普及によるデジタルコンテンツの発達に伴い、紙媒体の利用が大

幅に減少している。 

また、建物の躯体はもちろん、暖房や電気、給排水設備等の老朽化も著

しく、改修ではなく改築が必要な状況であること、既に収蔵能力を超す資

料が収蔵され、閲覧スペースも含めてスペースが不足していることなどが

課題となっている。 

 

４．社会教育施設（体育館、図書館）の建設に向けた整備基本構想・基本計画の策

定状況について 

社会教育施設（体育館、図書館）の整備に関し、必要な事項を調査検討するた

め、町や関係団体、体育館、図書館関係者、学識経験者及び公募委員からなる

「七飯町社会教育施設（体育館・図書館）整備検討委員会」を令和５年６月に発

足し、基本方針や理念、機能、規模、建設候補地等の検討が行われている。 

基本構想の策定においては、スポーツセンター、プール、図書館が１つの計画

として進められるが、個別に建設を進めていくのか、複数の施設を同時に進めて

いくのか、複合化するのかといったことは今後検討されていくこととなる。 

近年の他自治体での事例や傾向として、メインとなる体育館や図書館施設の充

実はもちろん、生涯学習施設や子育て支援施設、カフェなどを併設し、複合施設

として整備する事例が増えている。その狙いとしては、イニシャルコストやラン

ニングコストの削減、機能の融合による集客への相乗効果といったことがあげら

れる。 

委員からは、検討委員会の今後のスケジュールについて質疑があり、それに対

し、１２月頃に素案をまとめ、パブリックコメントを実施したうえで、基本構想

等をまとめていきたいと答弁があった。 

 

５．事務調査のため委員の派遣を行った。 

 （１）調査事項   社会教育施設（体育館、図書館）整備基本構想・基本計画の

策定について 
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 （２）派遣日時   令和５年８月３日 

 （３）派 遣 先   北海道伊達市、室蘭市、恵庭市 

 

① 伊達市総合体育館 

平成２４年４月にオープンし、メインアリーナ、サブアリーナ、多目的

室等があり、メインアリーナの面積は１，８４７平方メートルでバスケッ

トボール２面、バレーボール３面、バドミントン１０面で使用できる大き

さとなっている。その上で、地区大会や全道規模の大会等がスムーズに開

催されるよう、各コート間には十分なスペースを設け、各種競技種目にで

きる限りの配慮を行っている。また、利用者が親しみやすく、利用しやす

い地域に密着した市民スポーツ活動の拠点であると同時に、災害時には避

難・救護活動の拠点施設としての役割も持っている。 

 

② 室蘭市生涯学習センターきらん 

平成３０年１２月にオープンし、収蔵能力数４０，０００冊の図書館機

能を持つブックパークのほか、子どもたちが遊べるキッズパークや生涯学

習を推進する市民活動センター、市民活動を支援する貸館の４つの機能を

合わせた複合施設である。 

世代や分野を超えた様々な人が「集まり」、「出会う」ことで賑わいの創

出や多世代交流の促進などのまちづくりに資することをコンセプトに、４

つの機能を緩やかにつなぐことで、複合化の効果が発揮できるような施設

配置とし、運営においてもそれぞれが連携することで協働による地域づく

りの実践に結びつけている。 

 

③ 恵庭市立図書館 恵庭分館 

平成３０年４月にオープンした公共施設と民間施設による複合施設であ

る。公共施設としては、図書館、学童保育、保健センター、市民活動セン

ター、夜間・休日急病診療所を、民間施設としては、フィットネスクラブ

とコンビニが設置されている。図書館機能として、４３，０００冊の蔵書

があり、ＩＣチップの導入によりセルフ貸し出しが可能となっており、ス

タッフが不在となる夜間等においても貸し出しを行っている。 

恵庭市では、コンパクトな生活都市を基本理念とするとともに、公共施

設マネジメントの観点から、駅周辺における公共機能の集約と、民間施設

誘致による賑わいの創出が必要と考え、当施設の整備を行った。自宅や学
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校、職場でもない第三の自分の居場所として居心地の良い場所でありなが

ら、交流の場としても市民に利用されている。 

 

６．事務調査のため委員の派遣を行った。 

 （１）調査事項   社会教育施設（体育館、図書館）整備基本構想・基本計画の

策定について 

 （２）派遣期間   自 令和５年１０月１７日 

           至 令和５年１０月２０日 

 （３）派 遣 先   和歌山県紀の川市、滋賀県守山市 

 

① 和歌山県紀の川市の概要 

紀の川市は、和歌山県北部に位置し、北に和泉山脈、南に紀伊山地を控

え、この間を東西に一級河川紀の川が貫流。また、南部からは貴志川が紀

の川に合流し、平地はこれら河川に沿って発達している。 

温暖な気候と肥沃な土壌を生かした農業が主産業となっており、特に、

桃を始めとした果実の栽培が盛んに行われている。 

 

② 紀の川市民体育館について 

紀の川市では、築４０年以上経過した老朽化の著しい体育館及びプール

を、２０１５紀の国わかやま国体を機に取り壊し、総合スポーツ公園の拠

点となる「市民体育館」として建設を行い、周辺施設を含めた「市民公園」

として整備を行った。 

メインアリーナの面積は２，０５２平方メートルで、ハンドボールコー

ト１面、バスケットボール３面、バレーボール３面、バドミントン９面が

とれる大きさであり、特にハンドボールについては、国民体育大会での受

け入れや合宿の誘致などで力を入れており、令和５年６月にはハンドボー

ル女子日本代表がオリンピック予選に向け強化合宿を実施している。 

メインアリーナには舞台用の照明やスピーカーも設置され、大きな集会

施設としての利用も可能であり、過去にはＮＨＫのど自慢大会や、成人式

が行われた。 

メインアリーナの他、ランニングコースやサブアリーナ、トレーニング

室等を備え、訪問時にはサブアリーナにて子どもたちの体操教室が開催さ

れており、日常的に市民の活動の場として体育館が活用されていた。 

また、市民プールには２５メートルが８レーンの大プール、スライダー
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や流れるプールなど子どもを中心に楽しめる小プールが設置されている。

７月１日から８月３１日の開所で、令和５年度には子どもたちの夏休み期

間を中心に７，７８６名の利用があった。 

 

③ 紀の川市民体育館の管理運営について 

建設当初は直営で管理されていたが、現在は指定管理者による管理が行

われており、共同事業体を構成するミズノスポーツサービス（株）によっ

て、走り方教室や健康体操教室など様々なスポーツ教室が開催されること

で、市民がスポーツに触れ合える機会を数多く提供している。 

また、系列企業から安価にトレーニング機器を導入できることに加えて、

同社の体系化された教育により質の高いトレーニングスタッフを配置する

ことが可能となったことで、効果的なトレーニングメニューの提案を利用

者に行っている。他にも、元プロ野球選手を呼んで野球教室を開催するな

ど、指定管理者ならではの事業を行っている。 

 

④ 滋賀県守山市の概要 

鈴鹿山系から流れ出る野洲川が琵琶湖に注ぐ扇状地の南側に位置する。

野洲川の流れに沿い川上から川下にかけ緩やかな斜面を形成するが、標高

差は２０メートル程度でほぼ平坦地となっている。市南部を南西から北東

に江戸時代当時の中山道が横切り、江戸時代には主要な宿場として栄えた

ことから、今でも旧中山道には昔ながらの家並みが残っている。 

 

⑤ 守山市立図書館について 

守山市立図書館は、旧施設の雨漏りなどの老朽化や駐車場、図書のスペ

ースの不足といった課題を解決するため、平成３０年に「本と人が出会い、

人と人がつながる知の広場」をコンセプトとして開館した。図書館である

「本の森」、文化・芸術・市民活動の場となる「つながる森」、交流・憩

い・支援の場である「木もれび広場」の３つの居場所が有機的につながる

ことで、本との出会いをより豊かにし、文化・芸術・市民活動が広がり、

人と人がつながっていく図書館を目指している。 

「本の森」では、蔵書収容冊数３８万冊、閲覧席３１０席の他、読み聞

かせを行うスペースなど子どもを連れて楽しめるような場所が設置され、

市民がゆっくりと図書に触れ合えるよう配慮された図書館となっている。 

「つながる森」には、コンサートや講演会が開催できる多目的室やドラ
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ムセットなどが用意されたスタジオがあり、特にスタジオは学生への貸し

出しが多く、普段図書館を利用することが少ない若者が図書館を訪れるき

っかけとなっている。 

「木もれび広場」では、カフェの利用や、壁面を利用した展示コーナー

にて文化・芸術の作品はもちろん、起業就労支援関係の掲示にも利用され、

地域との繋がりを生んでいる。 

 

⑥ 守山市立図書館の管理運営について 

図書館の管理運営は市が直営で行っており、正規職員９名のほか、会計

年度職員がフルタイムとパート含め３４名の合計４３名で図書館業務を担

っている。 

また、図書館サポート隊という図書館内での講座の開催や展示会等の企

画・主催、お話しボランティアなど図書館利用を身近にする活動を行う方

たちによって、図書館利用が活発になっていた。中でも、中高生サポータ

ーによる本の紹介や、本の闇鍋という、中高生サポーターおすすめの本３

冊を中身が見えないようにラッピングし貸し出しを行うといった特色ある

取組が行われていることで若年層の利用者数増に貢献しており、賑わいの

ある図書館となっていた。 

 

以上が、社会教育施設（体育館、図書館）整備基本構想・基本計画の策定につい

てのこれまでの調査報告であるが、今後も調査を継続する必要があることから、所管

事務調査を継続することとする。 

 

 

【町内の学童保育クラブの現状について】 

【町内の保育所、認定こども園の現状について】 

１．調査の目的 

町内の学童保育クラブ、保育所及び認定こども園について、施設への入所状況

や利用施設の現状について調査を行った。 

 

２．調査の方法 

町内各施設の耐用年数、使用料の一覧、年齢別の入所者数、施設の新設や改修

に使える補助制度等について資料の提出を求め、子育て支援課長への聴取及び現

地視察を行ったほか、先進地である京都府京都市の民間施設を訪問し調査を行っ
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た。 

 

３．町内の学童保育クラブ、保育所及び認定こども園の現状について 

（１）各施設への入所状況について 

現在、町内には学童保育クラブが９施設あり、その内５施設が町によって

運営されている。また、保育所及び認定こども園は１１施設あり、町営が１

施設、民営は１０施設であり、その内、３施設は認可外となっている。それ

ぞれの施設の入所者数は【表２】のとおりである。 

七重小学校及び大中山小学校を学区とする町営の学童保育クラブについて

は、入所可能数に対し、それを超える申し込みがあったことから入所を断り、

民間の施設を案内しているケースもあった。 

委員からは、学童保育クラブには６年生まで入所できるのかと質疑があり、

それに対し、定員までの枠が空いていれば受け入れは可能だが、現実には３

年生までで定員が埋まっている状況であると答弁があった。 

 

【表２】各施設への入所者数 

 

 

【町営】

クラブ名 定員 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 計

たんぽぽ・あいりす 60 27 25 5 0 0 0 57

ひまわり・なのはな・すみれ 90 35 46 0 0 0 0 81

あおぞら 30 6 7 4 4 3 0 24

サルビア 20 2 3 3 1 1 0 10

沼っ子 40 6 6 1 2 0 0 15

計 240 76 87 13 7 4 0 187

【民営】

クラブ名 定員 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 計

はっぴー１・はっぴー２ 80 6 12 12 4 2 3 39

あんドーナツ 40 3 3 3 0 0 0 9

ｓｋｉｐ 30 3 8 11 7 4 0 33

ラッキー 20 4 7 4 0 3 3 21

計 170 16 30 30 11 9 6 102

（１）学童保育クラブ

R5.5.1時点
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（２）施設の状況について 

町内各施設の築年数及び耐用年数は【表３】のとおりである。 

特に、町営の学童保育クラブにおいて、耐用年数を超えている施設が多い

ことから、町内全ての学童保育クラブの施設状況について、現地視察を行っ

た。 

視察の結果、新しい施設と古くなった施設との差が激しく、特に本町地区

の町営学童保育クラブの老朽化が著しく、施設の安全性に疑問が生じたこと

から町長に対し申し入れを行うことを決定した。 

また、委員からは耐用年数を超えている施設があるが、国や道から指導は

ないのか、耐震化は考えているのかと質疑があり、それに対し、国や道から

特段の指導はなく、適切な修繕を行い利用しているが、耐震化は課題となっ

ており、改修や移転を含めて検討したいと答弁があった。 

 

 

【町営】

施設名 定員 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計

大中山保育所 80 0 11 12 15 18 18 74

【民営】

施設名 定員 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計

認定こども園
七飯ほんちょう保育園

90 10 18 20 20 20 20 108

みどり保育園 60 6 9 9 11 10 10 56

藤城保育園 60 1 9 8 12 13 19 62

大沼保育園 40 1 4 8 4 4 9 30

ななえ大川保育所 19 3 9 10 22

認定こども園どんぐり 60 6 16 17 11 2 2 53

認定こども園
七飯マリア幼稚園

35 0 3 3 4 7 5 22

計 364 27 68 75 62 56 65 353

【民営：認可外】

施設名 定員 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計

いちごくらぶ 30 2 5 4 5 3 6 25

牧場のこども園スーホ 9 2 3 0 0 1 1 7

ありす託児所 15 0 3 4 0 0 0 7

計 54 4 11 8 5 4 7 39

R5.5.1時点

（２）保育所、認定こども園



24 

【表３】町内各施設の築年数及び耐用年数 

 

（1）学童保育クラブ

【町営】

クラブ名 校区 施設 築年数 耐用年数 主構造

たんぽぽ・あいりす 七重小学校 旧本町駅前振興会館 46年 38年
コンクリート
ブロック

ひまわり・なのはな・すみれ 大中山小学校 大中山複合施設 3年 40年 鉄骨造

あおぞら 藤城小学校 藤城公民館 43年 47年
鉄筋
コンクリート

サルビア 峠下小学校 旧峠下季節保育所 43年 34年 鉄骨造

沼っ子 大沼小学校 旧大沼公民館 46年 38年 鉄骨造

【民営】

クラブ名 校区 運営主体 築年数 耐用年数 主構造

はっぴー１・はっぴー２ 七重小学校 ケアサービスドウナン 13年 34年 鉄骨造

あんドーナツ 大中山小学校 ケアサービスドウナン 9年 22年 木造

ｓｋｉｐ 大中山小学校 道南育児支援ネットありす 42年 22年 木造１階

ラッキー 大中山小学校 道南育児支援ネットありす 42年 22年 木造２階

【町営】

施設名 所在地 運営主体 築年数 耐用年数 主構造

大中山保育所 大中山3丁目 七飯町 23年 47年
鉄筋
コンクリート

【民営】

施設名 所在地 運営主体 築年数 耐用年数 主構造

認定こども園七飯ほんちょう保育園 本町7丁目 聖樹の杜 13年 22年 木造

みどり保育園 緑町2丁目 ななえ福祉会 38年 47年
鉄筋
コンクリート

藤城保育園 藤城 ななえ福祉会 42年 34年 鉄骨造

大沼保育園 大沼町 ななえ福祉会 49年 47年
鉄筋
コンクリート

ななえ大川保育所 大川5丁目 道南育児支援ネットありす 10年（増築5年） 22年 木造

認定こども園どんぐり 大川7丁目 どんぐりっこ 17年 22年 木造

認定こども園七飯マリア幼稚園 鳴川5丁目 函館カトリック学園 17年（増築1年） 22年 木造

【民営：認可外】

施設名 所在地 運営主体 築年数 耐用年数 主構造

いちごくらぶ 緑町3丁目 七飯有隣会 3 22年 木造

牧場のこども園スーホ 東大沼 どさんこミュゼ（株） 6 15年 木造ユニット

ありす託児所 大川5丁目 道南育児支援ネットありす 10年（増築5年） 22年 木造

（2）保育所、認定こども園



25 

４．町長への申し入れ 

現地視察及び聴取の結果、特に老朽化が著しかった本町地区の学童保育クラブ

の今後について次のとおり申し入れを行った。 

①雨漏りによって屋根が剥がれている箇所があるなど、老朽化が著しい上、耐震

基準も満たしておらず児童が安心して通える施設とは到底言えない 

②施設の大きさについて、狭く、児童が伸び伸びと放課後を過ごせる施設とはな

っていない 

③施設の所在地について、七重小学校から遠い上、国道５号線や道道七飯大野線

といった交通量が多い道路を横断する必要があり、小学校１年生など低学年の

児童が通所することを考えると事故の危険性が高い 

これらのことから、いつ、施設に起因する事故が発生してもおかしくない状況

であり、移転を伴った施設の建て替えは早急に取り進めるべき事案である。速や

かに本町学童保育クラブの事案について解決頂くよう申し入れする。 

この申し入れに対し、町長からの答弁は次のとおりであった。 

既存の公民館などを活用して運営しているため、ご指摘のような懸念もあると

認識している。本町地区学童保育クラブについても、老朽化や施設が狭いことか

ら、民間施設とも連携して待機児童対策を進めているところである。七重小学校

敷地内の旧給食センターの活用や建て替えも念頭に、財政状況を勘案しながら利

用者の安全確保と、伸び伸びと放課後を過ごせる施設整備を検討していく。 

委員からは、時期はいつ頃を考えているか、来年度から行うことは出来ないか

と質疑があり、それに対し、なるべく早期とは考えているが、他地区の学童保育

クラブ等の建て替えもあり、それに対する補助金の交付等を考えると、来年度は

調査という形で進めていきたいと答弁があった。 

 

５．事務調査のため委員の派遣を行った。 

 （１）調査事項   学童保育クラブの現状について 

 （２）派遣期間   自 令和５年１０月１７日 

           至 令和５年１０月２０日 

 （３）派 遣 先   京都府京都市（民間施設御所の杜学童クラブ） 

 

① 施設の概要について 

御所の杜学童クラブは京都市中心部に位置し、平成３０年に定員４０名

の１クラスで開所。現在は、定員４０名の２クラスで、職員は正職員３名、

非常勤職員８名が勤務し、毎日８名程度で運営を行っている。 
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保育園と同一の建物で併設運営しており、保育園児が昼寝している時間

は学童の子どもたちが園庭で遊ぶことが出来、反対に小学生が来るまでの

時間は保育園児が学童の教室を使うなど施設を共有している。施設は、コ

ンパクトではあるが、吹き抜けのホールを中心に開放感のある施設となっ

ており、広く取られた園庭には木、築山などが整備され、子どもたちが思

い思いの遊びに興じることが出来る施設となっていた。 

 

② 施設運営の特色について 

学童を利用する児童の多くは併設の保育園に通っていた児童であり、環

境の変化が少なく、また、併設の施設ということで職員同士の連携も取り

やすいことから児童の特性を考慮した対応ができることで保護者も安心し

て通所させることが出来ている。 

学童保育料は月１５,８００円で、他におやつ代や必要な場合は給食代等

が掛かり、当町の町営学童保育料７，０００円と比較すると高額な印象で

あるが、保護者のニーズを的確にとらえ、保育の内容を充実させることで

保護者が納得できる運営内容であった。 

その一つが、課外教室の充実である。京都新聞文化センターと協力体制

にあり、通常よりも安価な料金で科学教室や体育教室など様々な教室へ児

童が希望した場合には受講できる上、送迎時にはスタッフが引率を行って

いる。共働き世帯では習い事の送り迎えに苦慮しているケースが多いこと

もあり、保護者にとって通所させる大きなメリットとなっている。 

さらに、併設の保育園にて給食を提供しているため、学童を利用する児

童に対しても新たに設備を導入することなく、給食の提供が可能となって

おり、昼食の用意が必要な長期休暇中や土曜日に学童を利用する際の保護

者負担の軽減に大いに貢献していたことは、当町でも参考にすべき取組で

あると感じた。 

 

６．まとめ 

当町の学童保育クラブでは、放課後から自宅へ戻るまでの時間を安全・安心に過

ごしてもらう事を重要視し、家庭的雰囲気を柱とした保育で、特段の先進的な取組

は行っていないのが現状であったが、今回視察した学童クラブでは、保護者が描く

子どもの将来像にまで視点を広げて様々な事業を行っており、保護者が求めるサー

ビスを追求していることが感じられた。町営と民間の違い、自治体の規模の違いは

あるが、大いに参考にすべきであり、検討の価値がある運営内容であった。 
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また、町内の各施設について、保育所及び認定こども園については、ほとんどの

施設が耐用年数を超えておらず、また、建て替えの計画も進められていることもあ

り、子ども達が安心して通える状態にあった。 

しかしながら、学童保育クラブは老朽化した施設が多く、子ども達が安心して下

校後の時間を過ごせるよう努めることは、町として当然の責務であると考えること

から、申し入れを行ったとおり、本町地区の学童保育クラブについて建て替え等の

早急な対応を改めて望み、委員会報告とする。 

 


